
������

�����
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�

������

�����
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�

メール便

……………………………

……………………………

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想

と
は
１
人
１
台
端
末
の
整
備

の
み
を
指
す
も
の
で
は
な

く
、
日
本
の
学
び
を
支
え
る

た
め
の
デ
ジ
タ
ル
学
習
基
盤

の
整
備
で
あ
っ
た
。

デ
ジ
タ
ル
学
習
基
盤
と
は

１
人
１
台
端
末
や
ク
ラ
ウ
ド

環
境
等
の
情
報
機
器
・
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
・
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

な
ど
の
要
素
で
構
成
さ
れ
る

一
連
の
学
習
基
盤
で
あ
り
、

現
時
点
に
お
い
て
次
の
要
素

で
構
成
さ
れ
る
と
整
理
し

た
。
①
児
童
生
徒
の
端
末
、

②
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
③

周
辺
機
器
、
④
デ
ジ
タ
ル
教

科
書
・
デ
ジ
タ
ル
教
材
・
学

習
支
援
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
、
⑤

Ｃ
Ｂ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
（
Ｍ
Ｅ
Ｘ

Ｃ
Ｂ
Ｔ
）
、
⑥
教
育
デ
ー
タ

利
活
用
、
⑦
情
報
セ
キ
ュ
リ

テ
ィデ

ジ
タ
ル
学
習
基
盤
に
つ

い
て
は
次
の
よ
う
に
総
括
。

「
児
童
生
徒
の
学
び
の
保
障

に
大
き
な
成
果
を
あ
げ
て
い

る
」
「
デ
ジ
タ
ル
学
習
基
盤

が
整
備
さ
れ
た
こ
と
で
、
児

童
生
徒
自
身
が
、
様
々
な
教

材
か
ら
自
ら
に
適
し
た
教
材

を
選
択
す
る
こ
と
が
可
能
に

な
っ
た
」
「
全
国
学
力
・
学

習
状
況
調
査
の
結
果
か
ら
も

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
よ
る
学
習
へ

の
良
い
影
響
が
見
ら
れ
始
め

て
い
る
」
「
教
員
の
意
図
的

な
指
導
と
合
わ
せ
、
自
立
し

た
学
習
者
を
育
成
し
て
い
く

上
で
大
い
に
役
立
つ
も
の
」

個
別
最
適
な
学
び
と
協
働

的
な
学
び
の
一
体
的
充
実
を

通
じ
、
さ
ら
な
る
教
育
の
質

の
向
上
、
不
登
校
、
病
気
療

養
、
障
害
、
あ
る
い
は
日
本

語
指
導
を
要
す
る
な
ど
す
べ

て
の
児
童
生
徒
に
対
す
る
学

び
の
保
障
、
教
員
の
働
き
方

改
革
な
ど
を
始
め
と
す
る
各

種
の
教
育
課
題
に
つ
い
て
検

討
す
る
際
に
、
デ
ジ
タ
ル
学

習
基
盤
の
存
在
を
切
り
離
し

て
議
論
を
行
う
こ
と
は
で
き

な
い
と
し
て
い
る
。

な
お
、
デ
ジ
タ
ル
学
習
基

盤
の
１
つ
で
あ
る
通
信
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
整
備
は
不
可
欠

で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
不
十

分
で
あ
り
な
が
ら
、
ア
セ
ス

メ
ン
ト
を
実
施
し
て
い
な
い

自
治
体
も
み
ら
れ
る
状
況
は

改
善
が
必
要
と
し
た
（
関
連

２
面
）
。

校
務
Ｄ
Ｘ
に
つ
い
て
も
言

及
。
学
校
の
働
き
方
改
革
を

実
現
す
る
上
で
極
め
て
大
き

な
役
割
を
果
た
し
う
る
も
の

で
あ
り
、
校
務
Ｄ
Ｘ
が
進
む

こ
と
に
よ
り
、
学
校
の
職
場

と
し
て
の
魅
力
、
ひ
い
て
は

教
員
の
職
業
と
し
て
の
魅
力

の
向
上
に
資
す
る
と
し
た
。

本
ま
と
め
案
に
つ
い
て
委

員
か
ら
は
「
デ
ジ
タ
ル
一
斉

指
導
は
や
め
よ
う
と
い
う
指

摘
が
あ
る
が
デ
ジ
タ
ル
で
あ

ろ
う
と
な
か
ろ
う
と
個
別
最

適
な
学
び
の
観
点
で
一
斉
指

導
は
や
め
る
べ
き
」
「
指
導

と
い
う
文
言
も
再
考
が
必

要
」
「
デ
ジ
タ
ル
教
材
や
デ

ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
、
デ
ジ

タ
ル
ド
リ
ル
に
つ
い
て
も
意

味
を
整
理
す
る
べ
き
」
「
Ｎ

Ｗ
ア
セ
ス
メ
ン
ト
調
査
に
つ

い
て
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
も
関

わ
る
こ
と
で
正
確
さ
が
増

す
」
「
探
究
的
な
学
び
と
い

う
文
言
を
も
っ
と
積
極
的
に

入
れ
る
べ
き
。
日
本
の
競
争

力
低
下
と
探
究
的
な
学
び
の

進
捗
に
は
関
係
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
」
な
ど
、
多
数
の

意
見
が
あ
っ
た
。
こ
の
日
の

討
議
を
反
映
し
た
本
ま
と
め

が
中
教
審
に
報
告
さ
れ
る
。

現
行
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
Ｃ

ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
を
始
め
と
し

た
対
話
型
の
文
章
生
成
Ａ
Ｉ

を
念
頭
に
構
成
さ
れ
て
い
る

が
、
現
在
で
は
画
像
、
音

声
、
動
画
な
ど
異
な
る
種
類

の
情
報
を
処
理
し
、
統
合
し

て
出
力
で
き
る
生
成
Ａ
Ｉ
が

利
用
で
き
る
状
況
に
あ
る
。

さ
ら
に
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
や

Ｇ
ｅ
ｍ
ｉ
ｎ
ｉ
ほ
か
種
々
の

基
盤
モ
デ
ル
を
そ
の
ま
ま
利

用
す
る
利
用
の
ほ
か
、
基
盤

モ
デ
ル
を
搭
載
し
て
限
定
的

な
利
用
を
想
定
し
た
教
育
サ

ー
ビ
ス
も
生
じ
て
い
る
。

ま
た
、
現
行
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
は
児
童
生
徒
の
個
人
情
報

を
含
む
機
微
な
情
報
は
扱
わ

な
い
想
定
だ
が
、
文
部
科
学

省
は
、
セ
キ
ュ
ア
な
環
境
を

前
提
と
し
た
校
務
の
実
証
研

究
を
通
じ
て
、
校
務
に
お
け

る
生
成
Ａ
Ｉ
の
活
用
に
関
す

る
好
事
例
や
留
意
点
の
整
理

を
行
っ
て
お
り
、
２
０
２
４

年
４
月
、
「
生
成
Ａ
Ｉ
を
校

務
で
活
用
す
る
学
校
」
を
２５

年
度
中
に
５０
％
に
す
る
こ
と

を
当
面
の
Ｋ
Ｐ
Ｉ
と
し
て
設

定
し
て
い
る
。
さ
ら
に
学
校

や
教
育
委
員
会
で
基
盤
モ
デ

ル
を
利
用
し
て
独
自
開
発
す

る
事
例
も
生
じ
て
お
り
、
校

務
で
の
生
成
Ａ
Ｉ
活
用
に
関

す
る
多
様
な
選
択
肢
を
示
す

こ
と
も
必
要
で
あ
ろ
う
と
い

う
方
向
性
だ
。

９
月
２４
日
の
本
会
議
で
生

成
Ａ
Ｉ
の
教
育
利
用
で
懸
念

す
べ
き
点
を
テ
ー
マ
に
意
見

を
求
め
ら
れ
た
新
井
紀
子
氏

（
国
立
情
報
学
研
究
所
）
は

「
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
が
出
力

す
る
文
は
『
も
っ
と
も
ら
し

さ
』
を
最
適
化
す
る
よ
う
設

計
さ
れ
て
お
り
、
フ
ァ
ク
ト

が
出
現
す
る
の
は
む
し
ろ
副

産
物
」「
言
語
予
測
モ
デ
ル
は

正
し
さ
を
目
指
す
も
の
で
は

な
い
た
め
ハ
ル
シ
ネ
ー
シ
ョ

ン（
で
っ
ち
あ
げ
）が
発
生
す

る
。
こ
れ
を
根
本
的
に
な
く

す
方
法
は
な
い
」「
出
力
物
の

フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
に
は
高

度
な
技
能
が
必
要
。
内
容
に

よ
っ
て
は
多
く
の
人
は
気
付

く
こ
と
が
で
き
な
い
。
児
童

生
徒
に
フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク

を
期
待
す
る
の
は
無
理
が
あ

る
」「
教
員
が
業
務
で
利
用
す

る
場
合
は
、
利
用
シ
ー
ン
を

限
定
し
、
自
ら
フ
ァ
ク
ト
チ

ェ
ッ
ク
で
き
る
範
囲
に
限
定

す
る
こ
と
を
推
奨
す
る
」
と

述
べ
た
。
新
井
氏
の
見
解
に

対
し
て
委
員
は
「
探
究
的
な

学
び
に
お
け
る
対
話
相
手
の

可
能
性
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
」「
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
や
英

語
な
ど
分
野
に
よ
り
有
効
で

は
な
い
か
」
「
信
ぴ
ょ
う
性

の
高
い
順
か
ら
出
典
が
記
載

さ
れ
る
も
の
も
あ
る
」
な
ど

と
意
見
・
質
問
。
そ
れ
に
対

し
て
も
「
信
ぴ
ょ
う
性
が
高

い
順
に
出
典
が
示
さ
れ
る
と

い
う
こ
と
も
含
め
す
べ
て
業

者
に
委
ね
ら
れ
て
お
り
、
日

々
変
わ
る
可
能
性
が
高
く
、

現
時
点
で
整
理
す
る
こ
と
は

危
険
」
「
生
成
Ａ
Ｉ
を
利
用

し
な
く
て
も
フ
ァ
ク
ト
チ
ェ

ッ
ク
が
で
き
る
力
の
育
成
を

優
先
す
べ
き
で
は
な
い
か
」

と
し
た
。
こ
う
い
っ
た
懸
念

点
に
つ
い
て
は
、
生
成
Ａ
Ｉ

の
特
性
の
理
解
を
前
提
と
し

て
創
出
さ
れ
た
具
体
事
例
が

解
決
の
糸
口
に
な
る
だ
ろ

う
。
懸
念
も
網
羅
し
な
が
ら

有
効
性
を
享
受
で
き
る
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
が
期
待
さ
れ
る
。

デ
ジ
タ
ル
学
習
基
盤
特
別
委
員
会(

第
５
回)

は
９
月

３０
日
、
こ
れ
か
ら
の
学
び
の
前
提
と
さ
れ
る
「
学
習
基

盤
」
に
つ
い
て
の
こ
れ
ま
で
の
議
論
を
「
デ
ジ
タ
ル
学

習
基
盤
に
係
る
現
状
と
課
題
の
整
理
（
案
）
」
に
ま
と

め
さ
ら
に
追
加
・
留
意
し
た
い
点
に
つ
い
て
討
議
し

た
。初

等
中
等
教
育
段
階
に
お
け
る
生
成
Ａ
Ｉ
の
利
活
用

に
関
す
る
検
討
会
議
で
は
、
生
成
Ａ
Ｉ
の
教
育
利
用
や

校
務
利
用
を
視
野
に
入
れ
、
「
初
等
中
等
教
育
段
階
に

お
け
る
生
成
Ａ
Ｉ
の
利
用
に
関
す
る
暫
定
的
な
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」
改
訂
を
今
秋
〜
冬
頃
に
取
り
ま
と
め
る
。
現

在
、
生
成
Ａ
Ｉ
に
関
す
る
事
業
者
や
委
員
を
含
め
た
多

方
面
の
有
識
者
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ

だ
。

文
部
科
学
省
は
２
０
２
７

年
度
よ
り
全
国
学
力
・
学
習

状
況
調
査
を
Ｃ
Ｂ
Ｔ
（
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
を
使
用
し
た
調

査
）
に
よ
る
実
施
に
全
面
移

行
し
、
２
０
２
５
年
度
は
中

学
校
理
科
を
Ｃ
Ｂ
Ｔ
で
行
う

こ
と
と
し
て
い
る
。
９
月
、

２６
年
度
以
降
の
予
定
を
追
加

し
た
。

２５
年
度
に
行
う
中
学
校
理

科
の
Ｃ
Ｂ
Ｔ
調
査
に
つ
い
て

は
本
年
１０
月
を
目
途
に
サ
ン

プ
ル
問
題
を
Ｍ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｂ
Ｔ

に
公
開
（
後
述
す
る
配
慮
版

に
つ
い
て
は
１
月
に
公
開
予

定
）
。
さ
ら
に
１
月
以
降

に
、
実
施
当
日
を
想
定
し
た

テ
ス
ト
を
各
学
校
に
依
頼
す

る
。２６

年
度
か
ら
行
う
中
学
校

英
語
の
Ｃ
Ｂ
Ｔ
調
査
に
つ
い

て
は
「
聞
く
こ
と
」
「
話
す

こ
と
」
計
５０
分
、
「
読
む
こ

と
」
「
書
く
こ
と
」
計
５０

分
。
中
学
校
英
語
の
Ｃ
Ｂ
Ｔ

調
査
に
つ
い
て
も
端
末
を
用

い
た
調
査
に
円
滑
に
移
行
で

き
る
よ
う
、
各
学
校
に
お
い

て
サ
ン
プ
ル
問
題
に
Ｍ
Ｅ
Ｘ

Ｃ
Ｂ
Ｔ
上
で
取
り
組
め
る
よ

う
な
環
境
を
整
備
す
る
。

特
別
な
配
慮
が
必
要
な
児

童
生
徒
に
つ
い
て
は
拡
大
文

字
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
ル
ビ
ふ
り

問
題
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
時
間
延

長
問
題
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
準

備
。
点
字
対
応
は
当
面
は
冊

子
方
式
。

Ｃ
Ｂ
Ｔ
調
査
の
結
果
返
却

・
公
表
に
つ
い
て
は
項
目
反

応
理
論
（
Ｉ
Ｒ
Ｔ
）
に
基
づ

い
て
算
出
さ
れ
た
ス
コ
ア
を

ベ
ー
ス
に
行
う
。

【
２
０
２
５
年
度
】
小
学
校

国
語
・
算
数
・
理
科
／
中
学

校
国
語
・
数
学
＝
Ｐ
Ｂ
Ｔ

（
紙
）
調
査
。
中
学
校
理
科

＝
Ｃ
Ｂ
Ｔ
調
査
。
中
学
校
英

語
＝
次
年
度
の
Ｃ
Ｂ
Ｔ
実
施

の
た
め
の
サ
ン
プ
ル
問
題
を

提
示
。

【
２
０
２
６
年
度
】
小
学
校

国
語
・
算
数
／
中
学
校
国
語

・
数
学
＝
Ｐ
Ｂ
Ｔ
調
査
及
び

次
年
度
Ｃ
Ｂ
Ｔ
実
施
の
た
め

サ
ン
プ
ル
問
題
を
提
示
。
中

学
校
英
語
＝
Ｃ
Ｂ
Ｔ
調
査

【
２
０
２
７
年
度
】
小
学
校

国
語
・
算
数
／
中
学
校
国
語

・
数
学
＝
Ｃ
Ｂ
Ｔ
調
査

小

学
校
理
科
＝
次
年
度
Ｃ
Ｂ
Ｔ

実
施
に
向
け
サ
ン
プ
ル
問
題

を
提
示

【
２
０
２
８
年
度
】
小
学
校

国
語
・
算
数
・
理
科
／
中
学

校
国
語
・
数
学
・
理
科
＝
Ｃ

Ｂ
Ｔ
調
査

な
お
質
問
調
査
（
児
童
生

徒
）
は
２
０
２
４
年
度
以
降

オ
ン
ラ
イ
ン
方
式
に
移
行

済
。
経
年
変
化
調
査
（
抽

出
）
は
２
０
２
７
年
度
に
Ｃ

Ｂ
Ｔ
で
実
施
。

デジタル学習基盤の構成要素
①児童生徒の端末 ②通信ネットワーク
③周辺機器
④デジタル教科書・デジタル教材・学習支
援ソフトウェア
⑤ＣＢＴシステム（ＭＥＸＣＢＴ）
⑥教育データ利活用 ⑦情報セキュリティ

「令和の日本型学校教育」を担う質の高い教師
の確保のための環境整備に関する総合的な方策
について（答申）が公表され、中教審の考え方
を「学校における働き方改革の更なる加速化」
「学校の指導・運営体制の充実」「教師の処遇
改善」としてまとめた。これを実現する施策の
ための概算要求も公表された
２ 面 文科省２０２５年度概算要求
４ 面 新たな学習基盤で創造性を育む
５‐７面 デジタル教科書・教材特集
８ 面 産学官連携で学びを改革

２
０
２
４
年
９
月
、
「
ウ

ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
向
上
の
た

め
の
学
校
施
設
づ
く
り
の
ア

イ
デ
ィ
ア
集
」
が
公
開
さ
れ

た
。
地
域
住
民
や
教
職
員
、

専
門
家
や
子
供
た
ち
が
参
画

し
て
「
共
創
」
「
生
活
」

「
学
び
」
「
環
境
」
「
安

全
」
５
つ
の
観
点
か
ら
新
し

い
時
代
の
学
び
を
実
現
し
た

学
校
施
設
の
ア
イ
デ
ィ
ア
と

そ
の
プ
ロ
セ
ス
の
事
例
を
収

集
。
学
校
改
築
の
ほ
か
、
オ

ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
や
空
き
教

室
、
Ｐ
Ｃ
ル
ー
ム
や
職
員

室
、
図
書
館
エ
リ
ア
の
改
造

・
改
修
な
ど
様
々
な
事
例
が

収
集
さ
れ
て
い
る
。

五
城
目
町
立
五
城
目
小
学

校
（
秋
田
県
）
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

主
体
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

き
っ
か
け
に
「
０
歳
か
ら
１

０
０
歳
以
上
ま
で
通
え
る
学

び
場
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
新

校
舎
を
建
て
替
え
。

府
中
市
立
栗
生
小
学
校

（
広
島
県
）
で
は
教
室
の
改

修
プ
ロ
セ
ス
に
子
供
た
ち
が

参
加
し
て
余
裕
教
室
を
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ル
ー
ム
と
し
た
。

東
京
学
芸
大
学
附
属
竹
早

中
学
校
も
、
生
徒
参
加
に
よ

り
余
裕
教
室
を
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
。
産
学
共
同
で
未
来
型
の

学
修
空
間
を
創
出
し
た
。

千
葉
市
立
美
浜
打
瀬
小
学

校
（
千
葉
県
）
で
は
教
職
員

が
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通
し

て
学
校
施
設
の
設
計
や
校
舎

デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
学
び
、

「
心
地
よ
い
、
や
る
気
が
で

る
、
集
中
で
き
る
空
間
づ
く

り
」
に
着
手
。
ア
イ
デ
ィ
ア

を
プ
レ
ゼ
ン
し
て
オ
ー
プ
ン

ス
ペ
ー
ス
を
改
造
。

府
中
市
立
府
中
学
園
（
広

島
県
）
の
職
員
室
に
は
専
門

ス
タ
ッ
フ
や
ス
ク
ー
ル
サ
ポ

ー
ト
ス
タ
ッ
フ
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
の

席
が
確
保
さ
れ
て
い
る
。

佐
賀
県
武
雄
市
（
松
尾
文

雄
教
育
長
）
は
、
い
ち
早
く

１
人
１
台
端
末
環
境
を
整
備

し
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
を
進
め
て

き
た
。
近
年
で
は
、
文
部
科

学
省
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
Ｄ
Ｘ

ス
ク
ー
ル
事
業
等
に
参
加
し

て
「
個
別
最
適
な
学
び
」
な

ど
の
授
業
改
善
に
継
続
的
に

取
り
組
ん
で
お
り
、
武
雄
北

中
学
校
（
江
頭
満
江
校

長
）
、
武
内
小
学
校
（
松
﨑

達
也
校
長
）
、
若
木
小
学
校

（
山
口
環
校
長
）
は
、
小
中

連
携
の
も
と
で
、
１
人
１
台

端
末
と
ク
ラ
ウ
ド
環
境
を
活

用
し
た
「
個
別
最
適
な
学

び
」
の
実
現
を
目
指
し
た
授

業
研
究
を
進
め
て
い
る
。

特
に
、
単
元
レ
ベ
ル
で
児

童
生
徒
が
計
画
的
に
学
習
を

進
め
る
た
め
の
「
学
び
の
ロ

ー
ド
マ
ッ
プ
」
（
学
習
計
画

表
）
を
地
域
や
学
校
で
作
成

し
て
、
複
線
型
学
習
や
自
己

調
整
学
習
等
の
「
指
導
の
個

別
化
」
を
進
め
て
い
る
。

「
学
び
の
ロ
ー
ド
マ
ッ

プ
」
で
は
、
児
童
生
徒
が
学

習
の
内
容
や
方
法
を
選
択
・

決
定
で
き
る
よ
う
に
、
多
様

な
教
材
コ
ン
テ
ン
ツ
を
用
意

し
て
い
る
。
ま
た
、
児
童
生

徒
の
省
察
を
継
続
的
に
促
す

た
め
の
「
ふ
り
返
り
シ
ー

ト
」
や
、
学
習
目
標
を
明
確

に
持
た
せ
る
た
め
の
「
ル
ー

ブ
リ
ッ
ク
」
を
利
用
で
き

る
。

こ
れ
ら
の
教
材
は
、
児
童

生
徒
の
自
己
選
択
や
自
己
決

定
を
促
す
た
め
の
も
の
で
あ

り
、
学
習
の
方
法
や
ペ
ー
ス

が
個
別
化
さ
れ
る
と
と
も

に
、
自
ら
学
習
を
調
整
す
る

力
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
マ

ス
ト
ア
イ
テ
ム
と
し
て
１
人

１
台
の
情
報
端
末
を
活
用
し

て
い
く
。

武
雄
市
の
「
個
別
最
適
な

学
び
」
研
究
は
、
３
年
目
と

な
る
。
「
個
別
最
適
な
学

び
」
を
軸
と
し
て
、
「
主
体

的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」

の
実
現
に
つ
な
が
る
授
業
改

善
を
目
指
し
た
取
組
と
い
え

る
。
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第５０回全日本教育工学研究協議会全国大会
東京都港区大会が１０月２５・２６日に開催され
る（４面）（写真は昨年度の公開授業）

第１月曜日発行
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デジタル学習基盤で支える
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デ
ジ
タ
ル
学
習
基
盤
の
要
素
を
整
理

中
村
学
園
大
学

教
育
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部

山
本
朋
弘
教
授

中
村
学
園
大
学

教
育
学
部
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本
朋
弘
教
授

デ
ジ
タ
ル
学
習
基
盤
は
個
別
最
適
な
学
び
協
働
的
な
学
び
に
必
須

デ
ジ
タ
ル
学
習
基
盤
は
個
別
最
適
な
学
び
協
働
的
な
学
び
に
必
須

ウェルビーイング向上のための
学校施設づくりのアイディア集
ウェルビーイング向上のための
学校施設づくりのアイディア集
設計・施工に児童生徒の参加も

全
国
学
テ
Ｃ
Ｂ
Ｔ
調
査
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
改
定

全
国
学
テ
Ｃ
Ｂ
Ｔ
調
査
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
改
定

文科省資料より

全国学テＣＢＴ調査スケジュール

中学校英語での個別化された学び

小学校生活科でも学びのロード
マップを作成

２５
年
度
中
学
校
理
科
２６
年
度
中
学
校
英
語
で
Ｃ
Ｂ
Ｔ

拡
大
文
字
や
ル
ビ
ふ
り
、時
間
延
長
プ
ロ
グ
ラ
ム
も

（１） ２０２４年（令和６年）１０月７日（月曜日）

初
等
中
等
教
育
段
階
に
お
け
る
生
成
Ａ
Ｉ
の
利
活
用

初
等
中
等
教
育
段
階
に
お
け
る
生
成
Ａ
Ｉ
の
利
活
用

学びの空間づくりに向けた多様な事例を収集

活
用
は「
特
質
の
理
解
」が
大
前
提
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教員研修
授業活用

教員研修
授業活用連載 ＧＩＧＡ端末を活かす！
佐賀県武雄市佐賀県武雄市40学びのロードマップで自律した学びを支援40学びのロードマップで自律した学びを支援


